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熊本市

熊本市では・・・・

精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向け、医療・福祉・ピア・
行政の関係機関の連携による取り組みを行い、精神障がい者の地域移行と重層的な支
援体制を推進してきます。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
「参加自治体状況共有」シート

フットワーク・ネットワーク・チームワーク
がまだす熊本！！

熊本市版！
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熊本市

１ 県又は政令市の基礎情報
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熊本市

｢ひごまる｣

取組内容

【精神障害者の地域移行の取り組み】

・精神障がい者地域移行支援部会の開催

（全体部会・区部会）

・区役所単位の取り組みの情報共有

・地域体制整備アドバイザー配置事業

・ピアサポート活用事業

【人材育成・連携促進・啓発の取り組み】

・熊本市障がい者相談支援事業所連絡

協議会との合同研修会の開催

・地域移行支援に関する啓発

（ポスター掲示・リーフレット活用、病院研修 など）

障害保健福祉圏域数（R5年5月時点） 1 か所

市町村数（R5年5月時点） 1 市町村

人口（R5年5月時点） 730,684 人

精神科病院の数（R5年5月時点） 20 病院

精神科病床数（R4年6月時点） 3,142 床

入院精神障害者数 合計 2,657 人

（R4年6月時点） ３か月未満（％：構成割
合）

602 人

22.7 ％

３か月以上１年未満 419 人

（％：構成割合） 15.8 ％

１年以上（％：構成割合）
1636 人

61.6 ％

うち６５歳未満 471 人

うち６５歳以上 1165 人

退院率（R4年6月時点）

入院後３か月時点 67.2 ％

入院後６か月時点 84.3 ％

入院後１年時点 89.2 ％

相談支援事業所数 基幹相談支援センター数 9 か所

（R5年3月時点） 一般相談支援事業所数 24 か所

特定相談支援事業所数 79 か所

保健所数（R5年6月時点） 1 か所

（自立支援）協議会の開催頻度（R4
年度）

（自立支援）協議会の開
催頻度

3 回／年

精神領域に関する議論を
行う部会の有無

有

精神障害にも対応した地域包括ケア
システムの構築に向けた保健・医
療・福祉関係者による協議の場の設
置状況（R5年6月時点）

都道府県 有・無 か所

障害保健福祉
圏域

有 1 ／ 1 
か所／障害圏

域数

市町村 有 1 ／ 1 
か所／市町村

数
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2-① 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

熊本市

熊本市では、精神保健医療福祉政策における「入院医療中心から地域生活中心へ」
の基本理念に基づき、精神障がい者の地域移行・地域定着に必要な地域体制の整備
を図るとともに、地域の関係者が連携して退院支援を行うことで、精神障がい者の地域
移行及び自立を促進することを目的に、「熊本市精神障がい者地域移行支援事業」を
実施している。

【退院支援関係】

各精神科病院や相談支援事業所等に対し、
以下の事業を活用し、退院支援を積極的に
サポートする。

１ 地域体制整備アドバイザー配置事業
２ ピアサポート活用事業
３ 退院支援制度等の周知に関する事業

【体制整備関係】

関係機関との連携による取り組みや定期的な
検証を行い、精神障がい者の地域移行と重層
的な支援体制を推進する。
１ 精神障がい者地域移行支援部会（全体

部会）の開催
２ 各区における地域移行支援部会（区部会）

の実施

事業内容

『熊本市精神障がい者地域移行支援事業』
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熊本市

進捗報告
課題提起等

進捗管理・評価
対応策の検討

熊本市障がい者自立支援協議会 （年３回開催）

各区地域移行支援連絡部会（区部会）
各区の中心となり得るメンバーが旗振り役となって実施

東区中央区 南区西区 北区

進捗確認・課題の共有

地域体制整備
アドバイザー

関係団体
精神科病院

医師･看護師･PSW
OT･心理等

ピアサポーター

精神障がい者地域移行支援部会（全体部会） （年４回）

相談支援事業所
（委託・指定） 区役所

こころの健康
センター

必要に応じ作業班を
設置

熊本県地域移行支
援研修会 （年１回）

課題把握・方策
の検討

情報共有

地域精神保健福祉
連絡協議会
（年１回）

精神科協会

関係職能団体

民生委員児童委
員協議会

家族会 当事者会

相談支援事業所

警察 市関係部署

進捗報告
課題提起等

進捗管理
・評価

対応策の
検討等

保健・医療・福祉関係者による協議の場

2-② 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

『事業体制図と協議の場』

部会長・副部会長

地域体制整備ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

こころの健康センター

コアメンバー会議

・事業の進捗管理

・地域移行支援の進捗確認

・部会における研修の企画

・区毎の取組支援 など

正副部会長・

アドバイザー等
によるサポート

・進捗報告

・情報提供

・研修等の実施
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熊本市では、平成17年度から精神科病院・事業所・行政等による連携会議を開始し、事例検討、ニーズ調査、研修会、情報誌の作成
等を行った（平成25年度より熊本市障がい者自立支援協議会の部会に位置付けた）。

平成24年度の政令市移行後は、地域体制整備アドバイザー配置事業、高齢入院患者地域支援事業（地域移行支援事業）、ピアサポー
ト活用事業を開始。地域移行支援協議会において事業評価を行った。また、平成27年度からは、熊本県主催の人材育成研修に参画し、
圏域毎のロードマップを作成し取組を実施。地域移行に関する意向調査の結果をもとに「退院支援ポスター」および「地域移行支援リーフ
レット」を作成し啓発を行った。

令和元年度からはにも包括構築支援事業を開始。これまでの事業を継続しながら体制も見直しを行った。運営事務局としての役割を担
うためにコアメンバー会議を開催し、全体部会にて共有を図り、区部会にて区ごとの取組を支援している。

熊本市

3 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

H17 H20-H23 H24-H26 H27-H30 R1-R5

連携会議 （精神障がい者地域移行支援部会）

精神障がい者地域移行
支援特別対策事業
（実施主体：熊本県）

・事業の継続と検証
・意向調査実施→地域移行支援啓発
のポスターとリーフレット作成
・県主催事業に参加→ロードマップ作
成と圏域毎の取組を実施

事
業
開
始

研修会の様子

・にも包括構築支援事業の開始

・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ配置事業、ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ活用事
業を活用しながら地域移行支援事業を実
施。全体部会、区部会を開催し取組を
行っている。

ポスター と リーフレット

・地域体制整備ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ配置事
業
・高齢入院患者地域支援事業
・ピアサポート活用事業
・地域移行支援協議会設置
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熊本市

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜令和4年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（Ｒ4年度当初）

実績値
（Ｒ4年度末）

具体的な成果・効果

①地域移行支援のサービス利用件数 11 6

リモートを活用した面談や会議が定着してきて
おり、コロナ禍における支援体制が整いつつあ
る状況であった。また、区部会にて対象ケース
の情報や進捗を報告。対応経過を共有するとと
もに今後の方針等の検討をすることができた。

②連携促進・支援力向上のための研修会 開催 開催

全体部会において研修を実施。基礎研修だけ
でなく、ピアサポーターへのインタビュー動画を
全体部会で視聴し、意見交換を実施するなど、
多角的な視点から支援について考えることがで
きるよう工夫を行った。

③各区地域移行支援連絡部会（区部会） 5区開催 全区開催
（延べ19回）

区ごとに区部会を開催することで、より詳細で
具体的な検討や取組を行うことができた。医療
機関と相談支援事業所との連携も深まり、情報
共有や共通理解の促進も行うことができた。
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熊本市

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】

１．協議の場（精神障がい者地域移行支援部会 全体部会・区部会）により、関係機関による顔の見えるネットワークができつつある。

２．区単位の連絡会議が始まり、実際の利用者との関わりを通して見えてきた各区の実状と課題を共有して取り組みを検討している。

３．長期入院患者の意向調査により精神科病院の入院患者の実態を把握でき、啓発ツール（ポスター・リーフレット）を持っている。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

地域相談支援の利用件
数が増えない

・背景として地域（区）ごとに医療体制や社
会資源、生活利便性などの違いがあり、画
一的な支援計画では実情に即していない
場合があることが考えられる。そのため、地
域診断を改めて実施し、区の実情に応じた
取組を検討する方針としている。

・より患者目線での支援の検討を行う必要
があり、ピアサポーターを活用し方針や支
援方法の見直し、質の向上に努める。

・ポスター・リーフレットを活用した、地域相
談支援のさらなる啓発。

行政
・検討会等の実施
・申請から給付決定までの期間短縮

医療
・対象患者の洗出しと啓発活動
・福祉機関と連携した支援受け入れ
・ピアサポーターの活用

福祉

・社会資源の把握と精神障害者受入れに対す
る理解促進に向けた働きかけ
・医療機関と連携したスムーズな支援介入
・ピアサポーターの活用

その他関係機関・住民等

課題解決の達成度を測る指標 現状
（今年度当初）

目標
（令和５年度末）

見込んでいる成果・効果

①地域移行支援のサービス利用件数 3件 15件 熊本市第６期障がい福祉計画の目標値達成

③連携促進・支援力向上のための研修会 開催 連携促進、地域移行に関する支援力の向上

④各区地域移行支援連絡部会（区部会） 全区開催 区部会による基盤づくり
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熊本市

６ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための連携状況

【にも包括構築の体制】
こころの健康センターと各区役所福祉課、保健こども課が協同し、精神科病院、相談支援事業所等が参画する
協議の場と連携しながら地域移行支援事業をベースににも包括の構築を推進

所管部署名 所管部署における主な業務

こころの健康センター
精神の保健・福祉に関する相談。地域移
行支援部会全体部会、コアメンバー会義
（協議の場）の運営。

連携部署名 連携部署における主な業務

熊本市内各区役所福祉課
地域移行支援給付を担当。障害福祉サービスの
申請窓口。

熊本市内各区役所保健こ
ども課

地域における精神保健活動、訪問活動。

各部門の連携状況 強み・課題等

保健
保健所が中心となって地域移行支援部会（全体部会、
コアメンバー会議）を定期的に実施。

区部会内での保健分野による意見抽出ができていない区がある。
今年度は保健師に区部会への参加の呼びかけを行っていく。

医療

管内の医療関係者が地域移行支援部会（全体部会、区
部会、コアメンバー会議）に参加し、意見交換等を実施。
相談支援事業所等と共同し、各区区部会を実施。

医療機関が区部会に参加することにより地域移行支援の対象者に
ついて情報提供を行うことが可能になっている。情報提供をもとに
区部会内で地域移行支援についてのサポートを行うことが可能と
なっている。
区部会や全体部会に参加しない医療機関もあることが課題。

福祉

基幹相談支援センター、一般相談支援事業所等の事業
所の相談員が地域移行支援部会（全体部会、区部会、
コアメンバー会議）に参加し、意見交換等を実施。
医療機関関係者等と協同し各区区部会を実施。

医療機関関係者、相談支援事業所等との間で個別ケースを通して
情報交換や意思疎通がスムーズに実施できるようになっている。

その他関係機関・住民等
令和4年度からピアサポーターの方々が地域移行支援
部会（全体部会）に参加し意見交換を実施。

全体部会内でグループワークを実施する際、当事者目線の意見が
出るようになることが強み。
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熊本市

７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況

【その他事項】 ※協議の場運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載ください

名称 協議の場の構成員 開催頻度 実施内容 特記事項等（課題・強み等）

地域移行支援部
会（全体部会）

病院、基幹相談支援センター、
相談支援事業所、ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ、
行政担当者等

4回/年

・協議の場として事業の方向
性、目標の検討

・区部会の進捗確認・課題の
共有

・保健、医療、福祉で顔の見える関係
を築くころを目標とする。

・熊本市内の各精神科病院相談員や
多くの一般相談支援事業所が参加し、
意見交換を実施している。

地域移行支援部会
（区部会）

病院、基幹相談支援センター、
相談支援事業所、行政担当
者等

各区
3～6回/年

・地域移行支援の実施に当
たって地域のアセスメントや
事例の検討を行う。

・個別のケース検討を行うことができる。
相談支援センター、密着アドバイザー
が助言を行うことができるようになって
いる。

地域移行支援部会
（コアメンバー会議）

密着アドバイザー、地域移行
支援部会部会長、副部会長、
行政担当者等

12回/年

・地域移行支援の進捗確認

・部会における研修の企画

・各区部会の取組支援

・前年度の実施内容を見直し、年間の
計画・目標のを検討をしている。
・各区部会の進捗確認も実施している。
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8
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

R5年4月

R5年5月

～

R6年2月

R6年3月

コアメンバー会議

コアメンバー会議
（毎月開催）

全体部会
（6、9、12、2月開催）

区部会
（各区年3～4回開催）

ピアサポーター連絡会
（毎月開催）

コアメンバー会議

年間計画確認、区部会の進捗確認

（コアメンバー会議）

・運営事務局としての役割。全体部会の開催と区部会の取組に対する
進捗確認を行う。年間の計画や方針を決定し、全体部会で周知、区部
会での取組について助言を行う。
・地域移行支援に関する研修の企画と実施
（全体部会）
・区毎の取り組みの進捗確認。方針や課題の共有。
・研修等による理解促進

6月 「基礎研修」「地域アセスメントについて」
9月 「医療機関アンケート、地域診断について」

「ピアサポート活動について」
12月以降については今後のコアメンバー会議で内容検討

（区部会）
・区ごとに地域診断を行う。
・個別ケース進捗確認。支援計画や内容についての検討。
・区ごとの取り組みの実施と進捗確認
（ピアサポーター連絡会）
・地域移行支援についての研修や意見交換
・ピアサポーター活動の報告

事業の振り返り、次年度計画
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